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２０２５年度事業報告及び収支決算報告 
 

日本は海外から高い注目を集める観光立国として発展を続けており、地域において

も観光を活用したまちづくりが重要視されています。こうした中、新潟県では 2025 年

度から 4 年間を計画期間とする「観光立県行動計画」を策定し、「住んでよし、訪れて

よしの新潟県」をビジョンに掲げ、観光振興を通じた地域活性化を推進しています。 

また、燕市においても「稼ぐ燕市」を基本方針に掲げ、これまで以上に「連携」を重

視した取り組みを進めてまいりました。 

燕市産業史料館では、2025 年度にさまざまな新たな取り組みを展開しました。5 月

1 日にミュージアムショップをオープンし、企画展と連動した地元企業製品の販売を開

始したほか、部活動の地域移行を踏まえた「クリエイティブ Lab」をスタートしまし

た。 

さらに、史料館を拠点とした季節ごとのイベントを 2 回開催し、地域団体との連携

強化を図りました。加えて、ウェブサイトのリニューアルを実施し、従来の会員向け

情報発信だけでなく、工場見学にご協力いただいている企業や地域飲食店の紹介も掲

載することで、地域全体の魅力発信につなげました。 

そのほか、商談会への参加、JR 駅構内における PR 活動、新潟県港湾課主催のクル

ーズ船シンポジウムへの参加など、館外においても積極的な情報発信および交流機会

の創出に努めてまいりました。 

こうした諸活動を継続的に積み重ねてきた結果、2025 年度の燕市産業史料館の年間入

館者数及び体験事業売上額は過去最高となりました。ちなみに入館者数は 27,919 人を

記録するに至りました。 

 

１．観光イベント開催事業               ２２，６８２，９２６円 
 

（１）つばめ桜まつり 分水おいらん道中 <事業費 19,819,823 円> 
 

「第 80 回分水おいらん道中」は、大河津分水桜並

木・地蔵堂本町通りの２か所を、３名のおいらん役を

含む総勢 63 名で練り歩きました。 

今回は 80 回を記念し、大河津分水さくら公園にて大

抽選会を実施、350 名の応募がありました。 

また、昨年に引き続き、来場者の記念撮影に応える染

井吉野太夫が登場し、BSN アナウンサーの三石佳那さ 
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ん、若い衆役に BSN 社員、傘持ち役には燕市 PR 大使のいっすねー！山脇さんが務

めました。 

夜桜ライトアップを市内 4 カ所で実施しました。次年度も引き続き、つばめ桜まつ

り・分水おいらん道中を PR していきます。 

商店街の賑わい創出においては、地元商店会主導で桜まつり期間中にイベントを企

画運営し、地域活性・消費拡大のために大売り出しを実施しました。併せて当協会も

連携しておいらん道中当日以外にも集客等をするため、周知 PR に努めました。 

【実績】  

① 2025 つばめ桜まつり 

・期間：2025 年 3 月 21 日（金）～ 4 月 20 日（日） 

・来場者数：6,810 人（前年比 65.0％） ※2024 年度：10,476 人 

② 第 80 回分水おいらん道中 

・開催日：2025 年 4 月 13 日（日）／ 天候：くもり時々雨 

・場所：大河津分水桜並木、地蔵堂本町通り 

・来場者数：21,000 人（前年比 131.2％） ※2024 年度：16,000 人 

・販売 

協賛（ぼんぼり等） 104 件 2,035,000 円 （前年比 98.5％） 

有料観覧席 171 席 342,000 円 （前年比 92.9％） 

駐車場協力金 1,128 台 610,000 円 （前年比 94.6％） 

  

（２）越後くがみ山 酒呑童子行列 <事業費 2,863,103 円>  
 

道の駅国上のステージ広場を会場とし、酒呑童子は

じめ出演者 17 名が会場と酒呑童子神社間を来場者と

共に行列・記念撮影をしました。 

20 回目の開催にあたり、特別ゲストとして酒呑童

子役に元プロレスラーの小橋建太さんを起用した他、

来場者とのミニゲームや飲食物販テント、各種ワーク

ショップを実施しました。 

また、当日までの 1 ヶ月間、市内各所でも PR イベ

ントを実施し、周遊するスタンプラリーを企画しまし

た。次年度も引き続き、継続していきます。 
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【実績】  

① 2025 つばめ⿁まつり 

・期間：2025 年 9 月 1 日（月）～ 9 月 30 日（火） 

② 第 20 回酒呑童子行列 

・開催日：2025 年 9 月 28 日（日）／ 天候：晴天 

・場所：道の駅国上、酒呑童子神社 

・来場者数：4,320 人（前年比 96.4％） ※2024 年度：4,480 人 

 

（３）国上山エコ･トレッキングツアー（観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ戦略事業）<事業費 880,000 円> 
 

国上山周辺の身近な自然を活かした自然観光の魅力 

を体験してもらうため、NST 新潟総合テレビとのタイ 

アップ企画を実施しました。 

 

参加者：230 人（前年比 88.1％）※2024 年度：261 人 

開催日時：2025 年 4 月 19 日（土） 

集合場所：道の駅国上 

コース：道の駅国上→朝日山展望台→国上寺→ 

蛇崩れ→稚児道→朝日山展望台 

 

 

 

２．受託事業                     ４６，９７０，７４０円 
 

（１）観光プロモーション戦略事業 <事業費 3,022,377 円>  

① コンテンツ情報の発信強化 

より効果的な情報発信を図るため、2025 年度は職員研修を行いました。また、

つばめ桜まつり期間中から実践的な実務研修（インスタグラムの活用や発信方

法などを学ぶ研修）を実施したことにより、定型フォームを用いた効果的な発

信のための基礎を整えました。 
 

② 情報発信ツール見直し 

当協会ウェブサイトを 7 年ぶりにリニューアルしました。閲覧者が欲しい情報

に簡単にアクセスできるよう、モバイルファーストとし、アクセス解析や旅行商

品の申込決済が可能となるウェブサイトを構築し、全体を通して、燕市観光協会
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のブランド力アップを図るべくロゴマークの作成も行いました。 
体験パンフレット TSUBAMAKE（20,000 部）、燕市観光協会オリジナルカレンダー（500 部） 

 

③ 広報活動 

・雑誌掲載：雑誌 SODA「坂東龍汰の小煩悩」 
・広告掲載：道の駅北陸版（秋冬号・春夏号） 
・企業協賛：ヤマダイ「燕背脂ラーメン」を主体とした燕市の PR 
・テレビ出演：NST「JOY のぶらり旅」 
・イベント出展：THE NIIGATA 一周年祭、アルビレックス新潟オールニイガ

タ DAY、青空即売会、200m いちび（体験･観光協会 PR）、燕・弥彦広域観光

連携会議、県観光協会主催のイベント（地場産・栃木県体験・観光協会 PR） 

・SNS 発信：JNTO「分水おいらん道中」 
・街ガチャ販売への協力（第二弾の景品の選定。2026 年 3 月 23 日販売開始） 

・燕市との連携：産業観光 PR 用動画、ショート（15 秒）・ロング（商談会用）

を作成。ショートは BSN にて、3/16～3/31 の間に 36 回放映。燕市広報のユ

ーチューブにて、公開中。ショートは１ヶ月間で 1.2 万回、ロングは 2.0 万回

視聴。 

・その他メディア関連からの取材、情報提供 
 

④ 会員募集 

当協会の認知度向上を図るべく、県内外イベントへの出店や市内商工会議所等

の会議時における協会員加入依頼を促進しました。結果 2025 年度は７会員増と

なりました。 
 

⑤ 市内団体支援 

・八王寺大白藤の藤まつり 

開催期間中の安全管理及びライトアップ支援 

期間：2025 年 5 月 1 日～5 月 13 日 

一日平均約 200 人 

・国上山良寛史跡ボランティアガイド 

「はちの子会」への周遊ガイド実施依頼 

     期間：2025 年 4 月～11 月 

  ガイド実施人数計 1,930 人(前年比 75.6％) ※2024 年度：2,553 人 

     うち、周遊ガイド実施人数計 41 件 61 人（前年比 100.0％） 

                                   ※2024 年度：37 件 61 人 
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・国上山ネイチャーウォーク 

「里山花とみどりの会」へのガイド依頼 

年 4 回（5 月、11 月、1 月、3 月）開催 

参加者計 64 人(前年比 70.3%) ※2024 年度：91 人 

   ・中ノ口川 E ボート川下り体験 

      2025 年 8 月 2 日 参加者 106 人（前年比 126.2％）※2024 年度：84 人 

・吉田天満宮 

広報ポスター制作支援 

・戸隠神社春季祭礼 萬燈 

広報ポスター制作支援、シャトルバスの運行（2025.5.17（土）のみ） 
 

（２）産業観光推進事業 <事業費 43,948,363 円>  

  ① 産業史料館運営事業 

通常業務である史料館受付・館内案内・体験工房館運営等を継続して、お客
様目線でより分かりやすい案内表示板の設置や、季節を感じる装飾、モニター
を使用した観光 PR を実施しました。また、ミュージアムショップでは企画展
連動型商品の販売を行うことで、職人や地場の企業との連携を深めました。 

観光協会主催で年 2 回のシーズナルイベントを初開催し、第 1 回は夏新潟県
アウトドア協会と連携した「ナイトミュージアム」を実施しました。第 2 回冬
は観光協会オリジナルカレンダー制作を行った燕七十二候と共に「七十二候写
真展」を行いました。市と連携し、9 月から 12 月まで、アプリゲームとのコラ
ボイベント「駅メモ！ステーションメモリーズ（粟生津しいら）」を開催し、全
国からゲームファンの人達を呼び込むことができました。これらの取り組みに
より、今年度は過去最高の入館者数 27,919 人を記録しました。 

【実績】 

入館者数 27,919 人（前年比 113.5％）※2024 年度：24,598 人 

企画展は、年 5 回開催しました。その期間中の入館者数です。 

   ・第 46 回 燕手仕事展 （2025 年 4 月 25 日～5 月 25 日）   2,843 人 

   ・メッキの世界展 （2025 年 6 月 13 日～7 月 12 日）   2,612 人 

   ・小黒三郎と組み木の世界展 （2025 年 8 月 8 日～9 月 23 日）   5,944 人 

   ・燕の珈琲道具展 （2025 年 10 月 10 日～11 月 24 日）  5,375 人 

   ・美しき世界のスプーン展 （2026 年 2 月 6 日～3 月 15 日）     2,271 人 
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② 観光プロモーション事業 

一般団体はコロナ禍のマイクロツーリズム（近場で楽しむ小さな旅）の影響

で修学旅行受入が多かった 2021・2022 年度を除き、過去最高の件数と人数に

なりました。また、インバウンド手配数も過去最高となりました。県港湾課と

連携し、クルーズ船賑やかしのために東港で PR も行い、アメリカやクルーズ

船のお客様は富裕層が多く、経済効果が非常に高いことを実感することができ

ました。工場見学受入企業については、新たに 2 社が加わりました。 

【産業観光受け入れ実績】 

  ・ナビゲーター手配総数   353 件 8,260 人（前年比 111.0%） 

※2024 年度：288 件 7,447 人 

  ・工場見学受入工場手配数  10 件 3,238 人（前年比 102.0%） 

※2024 年度：9 件 3,177 人 

       ※受入人数 100 人超えの受入工場は下記の通りです。 

藤次郎㈱ 2,469 人 ㈱武田金型製作所 215 人 山崎金属工業㈱ 128 人 

㈱サクライ 123 人 ㈱フジノス 107 人 磨き屋一番館 104 人 

  ・インバウンド手配総数   51 件 1,113 人（前年比 151.0%） 

         ※2024 年度：36 件   737 人 

   ・インバウンド受入工場数  4 件 

（藤次郎㈱オープンファクトリー､㈱武田金型製作所､山崎金属工業㈱、 

磨き屋一番館） 

   ・新規工場見学受入工場数  2 件（山崎金属工業㈱、㈱Wing-D） 

・修学旅行手配総数     2 件 129 人（前年比 25.5%）  

※2024 年度：14 件 506 人 

【インバウンド手配詳細】 
国 件数 人数 備考 

台湾 18 334 史料館で体験がメイン 

アメリカ 17 328 ハワイからのお客様が多数 

その他 9 324 参加者は留学生 国際大学・大塚財団他 

香港 3 64  

中国 1 22  

ブラジル 1 16 親戚訪問 

シンガポール 1 15  

バングラディッシュ 1 10 JAICA 事業 

※クルーズ船 6 件 123 名  
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３．燕市観光協会運営費                ４０，２５６，９２６円 
 

職員体制については、ミュージアムショップ担当とイベント担当で計 2 名の臨時職

員を採用しました。市からの派遣職員 1 名、兼務職員 2 名、協会職員 8 名、体験工房

館スタッフ９名の総勢 20 名体制になりました。2025 年度は旅行商品造成を開始し、

初の旅行商品として、燕さくらマラソン参加者向けの「燕サクラ満喫ごほうびツアー」

を発売し、8 名の人から参加をいただきました。その他、青空即売会やヤクルトスワロ

ーズ関連のライスファームイベントの日帰りツアーを企画するも、定員数に達せずに、

催行することができませんでした。今後の新たな商品開発のために、企画力向上と効

果的な宣伝方法の検討など、課題を整理してまいります。 

「稼ぐ観光協会」を目指して新しいお土産開発に３D プリンターを使用したり、社

外講師を招いて受付担当者全職員が SNS 等広報宣伝研修に参加したりと、職員のレベ

ルアップにも努めました。燕市産業史料館や燕市観光協会の認知度アップを図るため、

昨年に引き続き、「新潟酒の陣」にも出展し、出店申込時より体験工房館職員をメイン

に準備を進めるなど、スタッフ間で検討を重ね、2025 年度は酒器にフォーカスした商

品構成とし、錫・銅のぐい呑みをメインに錫小皿や箸置きを併せて販売することで対

前年比 133％の売上となりました。 

【新潟酒の陣】 

年度 出店料 売上 

2024 年 121,000 円 352,000 円 

2025 年 139,040 円※ 469,300 円 
              ※2025 年の出店料にはオプション 18,040 円が加算されている。 
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